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市政ひろば

絵
画
で
市
の
魅
力
を
発
信

と
し
て
、３
市
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

た
ち
か
ら「
我
が
ま
ち
自
慢
」の
絵

画
を
募
集
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
。イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
に
お
い
て

12
月
１
日
、入
賞
者
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

特
産
の
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
や
鬼

瓦
、う
ず
潮
な
ど
市
の
魅
力
に
あ
ふ

れ
た
絵
が
並
び
ま
し
た
。こ
れ
ら
の

絵
は
、鳴
門
市
や
東
か
が
わ
市
の
絵

と
共
に
12
月
10
日
ま
で
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
丘
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
の
絵
を
描
い
て
、南
あ

わ
じ
市
長
賞
に
選
ば
れ
た
鯉
森
智

　

徳
島
県
の
鳴
門
市
、香
川
県
の
東

か
が
わ
市
、そ
し
て
南
あ
わ
じ
市
の

３
市
が
県
境
を
越
え
て
交
流
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
、圏
域
全
体
の
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
Ａ

Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
圏
推

進
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。協
議
会
は
圏
域
内
交
流
の
一
環

Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

海外から11の国・地域（ブルネイ、カンボジア、韓国、ラオス、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、
フィリピン、チャイニーズタイペイ、タイ、ベトナム）の子どもたち82人が参加して開催されました。
海外から
フィリピン、チャイニーズタイペイ、タイ、ベトナム）の子どもたち82人が参加して開催されました。
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文化体
育館あなたに

とっての
命

外
国
の
中
高
生
が
市
内
で
研
修

　

当
市
で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
国
際

子
ど
も
映
画
祭
に
は
ア
ジ
ア
11
の

国
・
地
域
よ
り
中
高
生
訪
日
団
約

１
０
０
人
が
来
訪
し
ま
し
た
。
こ

の
訪
日
団
は
映
画
祭
に
先
立
ち
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
や
市

内
の
防
災
施
設
、
学
校
な
ど
を
訪

れ
、
災
害
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
日

本
の
学
生
た
ち
と
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

訪
日
団
は
11
月
22
日
に
淡
路
島

を
訪
れ
、
島
内
各
地
の
高
校
で
島

内
の
学
生
た
ち
と
一
緒
に
書
道
な

ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
防
災
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
初
に
三
原
公
民
館

に
お
い
て
、
市
の
防
災
課
の
職
員

に
よ
る
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
福

良
地
区
で
の
避
難
訓
練
の
様
子

や
子
ど
も
た
ち
の
避
難
へ
の
取
り

組
み
を
紹
介
。
各
国
・
地
域
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
「
避
難
所
を
今

後
増
や
し
て
い
く
の
か
」
「
夜
間

避
難
訓
練
で
見
え
た
問
題
へ
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
」

と
い
っ
た
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
２
班
に

分
か
れ
て
行
動
。
福
良
港
津
波
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
訪
れ
、
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
習
。
さ

ら
に
、
足
湯
に
浸
か
っ
た
り
、
う

ず
潮
観
潮
船
に
乗
る
な
ど
し
て
研

修
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

アジア国際子ども映画祭
南あわじ市大会
アジア国際子ども映画祭 
南あわじ市大会　

　

市
内
で
２
回
目
の
開
催
と
な
る

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
本
選

大
会
が
11
月
24
日
、
文
化
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
心
の
中
に
内
視
鏡

を
入
れ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
始

ま
っ
た
同
映
画
祭
は
、
子
ど
も
た

ち
が
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
、
作
品
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

３
分
間
の
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
に

と
っ
て
の
命
」。
国
内
か
ら
各
少

年
矯
正
施
設
を
含
め
た
１
５
６
作

品
、
海
外
か
ら
は
31
作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
選
大
会
に
先
駆
け
、

海
外
の
子
ど
も
た
ち
に
も
東
日
本

大
震
災
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
宮

城
県
南
三
陸
町
を
訪
れ
た
市
内
小

学
生
４
人
に
よ
る
発
表
「
東
北

の
震
災
を
考
え
る
〜
南
三
陸
を
訪

ね
て
〜
」
と
、
南
三
陸
町
か
ら
の

作
品
応
募
者
で
今
も
仮
設
住
宅

で
生
活
す
る
高
校
生
３
人
が
伝
え

る
「
３
・
11
の
出
来
事
〜
あ
の
悲

し
い
出
来
事
を
糧
に
歩
き
続
け
る

〜
」
と
し
た
実
際
に
震
災
を
体
験

し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
〝
東
北

の
現
状
〞
を
伝
え
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
杉
良
太
郎

名
誉
会
長
を
は
じ
め
、
開
催
趣
旨

に
賛
同
し
て
く
れ
た
多
く
の
ゲ
ス

ト
が
駆
け
付
け
、
楽
し
い
話
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
受
賞
作
品
の
発
表
と
上

映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
考
え
る
「
命
」
が
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
で
捉
え
ら
れ
、
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

杉
名
誉
会
長
は
「
本
趣
旨
で
行

わ
れ
る
映
画
祭
は
世
界
に
１
つ
し
か

存
在
し
な
い
。
審
査
は
上
手
下
手

に
関
わ
ら
ず
素
直
に
表
現
さ
れ
た

作
品
を
選
ん
だ
。
来
年
の
テ
ー
マ
は

『
い
じ
め
』。
た
く
さ
ん
の
作
品
を

待
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

本
選
大
会
結
果

　

本
選
大
会
の
結
果
を
受
賞
名
、

応
募
者
名
（
敬
称
略
）、
作
品
名

の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
杉
良
太
郎
名
誉
会
長
特
別
賞

　

青
森
少
年
院
（
青
森
）

　
「
命
は
ど
こ
か
ら
来
て　

ど
こ

へ
行
く
の
か
？
」

◆
法
務
大
臣
賞

　

グ
エ
ン
･
ト
ゥ
･
チ
ャ
ン
、
グ
エ

ン
・
テ
イ
・
グ
エ
ッ
ト
・
ハ
ー
、

ホ
ワ
ン
・
フ
オ
ン
・
リ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）

　
「
私
の
父
」

◆
外
務
大
臣
賞

　

コ
ン
ダ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ 

フ
ラ
ン
シ

ス 

ア
ギ
ー
レ
、
ベ
ル
ガ
ラ
・ 

カ

イ
ル 

ロ
ベ
ル
ト
ポ
ー
ル　

デ
ラ

メ
ル
セ
ド
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　
「
歩
道
橋
」

◆
文
部
科
学
大
臣
賞

　

北
海
道
北
見
緑
陵
高
等
学
校
放

送
局

　
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」

◆
優
秀
賞
（
４
作
品
）

①
ヘ
ン
・
ソ
パ
ニ
ッ
ト
、
ヘ
ン
・

レ
ァ
ン
、
チ
ョ
ウ
ン
・
バ
ン
ド

ル
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

　
「
幸
せ
な
生
活
」

②
ス　

ウ
ィ
ン　

モ
ン
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

　
「
愛
情
を
持
っ
て
人
生
を
築
こ
う
」

③
ワ
ラ
ポ
ー
ン
・
パ
ン
ト
ゥ
ラ
ア
ー

サ
ー
、
ラ
ム
モ
ー
ン
シ
ン
・
タ
ー

ナ
サ
ッ
ク
、
ウ
ラ
イ
ト
ー
ン
・
セ

ン
サ
ワ
ー
ン
（
ラ
オ
ス
）

　
「
憎
い
母
」

④
高
梁
中
学
校
科
学
部
Ａ
（
岡
山
）

　
「
生
命
の
源
」

◆
入
賞
（
５
作
品
）

①
イ
エ
・
ホ
ン
ジ
ュ
ン
、
ワ
ン
・
ユ

ー
、
パ
ン
・
ウ
ェ
イ
ヤ
ン
（
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
）

　
「
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
」

②
バ
ッ
ト
ト
ル
ガ　

ト
ゥ
グ
ル
ド
ゥ

ル
（
モ
ン
ゴ
ル
）

　
「
命
の
価
値
は
？
」

③
大
野
市
立
開
成
中
学
校
科
学
技

術
部
（
福
井
）

　
「
お
り
が
み　

食
物
連
鎖
」

④
フ
ァ
ン
・
タ
イ
ン
・
ニ
ャ
ン
、
マ
イ
・

カ
ー
・
ツ
ー
、
ホ
ア
ン
・
グ
エ
ン
・

フ
オ
ン
・
リ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）

　
「
少
年
と
乞
食
」

⑤
佐
々
比
香
莉
（
滋
賀
）

　
「
6
月
の
ひ
ま
わ
り
」

※
受
賞
作
品
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
中
。
子
ど
も
た
ち
の
心

の
中
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲杉名誉会長から賞状を受け取る青森少年院長
　登内さん（右）

▲応援に駆け付けてくれたゲストによるフリートーク

▲テーマソング「Message」を合唱

香
さ
ん
は「
大
き
な
賞
を
と
れ
て
う

れ
し
い
。淡
路
人
形
の
着
物
の
柄
は

難
し
か
っ
た
の
で
、和
紙
を
貼
っ
て

作
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
一
覧
は
13
頁
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

沼
島
の
活
性
化
を
め
ざ
す

を
募
集
し
ま
し
た
。
森
本
さ
ん
は

福
岡
市
か
ら
、
大
原
さ
ん
は
神
戸

市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
沼
島
へ
移
住
し

ま
し
た
。
２
人
は
、
沼
島
地
区
の

活
性
化
や
起
業
を
目
指
し
た
地
域

振
興
対
策
な
ど
の
業
務
に
携
わ
り

ま
す
。

　

森
本
さ
ん
は
「
沼
島
は
可
能
性

に
あ
ふ
れ
た
島
。
元
気
に
満
ち
満

ち
た
と
こ
ろ
に
す
る
た
め
、
一
生

懸
命
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
、
大

原
さ
ん
は
「
一
歩
ず
つ
で
も
活
性

化
で
き
る
よ
う
に
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
中
央
庁
舎
市
長
室
に
お

い
て
12
月
３
日
、
「
沼
島
地
区
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
の
任
用
式

が
行
わ
れ
、
森
本
真
理
子
さ
ん
と

大
原
浩
さ
ん
の
２
人
が
任
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

沼
島
で
は
人
口
減
少
が
進
み
、

魚
価
及
び
漁
獲
量
が
低
迷
す
る

中
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
、

様
々
な
事
業
を
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

沼
島
の
外
か
ら
若
い
力
を
招
き
、

新
し
い
考
え
方
や
活
力
を
生
み
出

す
た
め
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

沼
島
地
区
地
域
お
こ
し
協
力
隊

▲賞状を受け取る子ども

▲子どもたちの作品

▲足湯を楽しむ訪日団の子どもたち

▲防災学習ではたくさんの質問がありました

▲協力隊員となった森本さん（左）と大原さん


